
ふくしの森ステーション かじ だより

“ふくしの森ステーション”は地域の何でも相談窓口です。
（開所日時：火～金曜日（祝は除く）９:15～16:15）
・社会福祉協議会職員のコミュニティソーシャルワーカーが活動する地域の拠点です。
・地域福祉活動を支援します。

“ふくしの森ステーションかじだより”は各自治会のご協力で回覧していただいています。

社会福祉法人 飯能市社会福祉協議会 令和５年７月 第７７号

発 行：飯能市社会福祉協議会/ふくしの森ステーションかじ（加治東地区行政センター内）
電 話：070-7792-2423 （不在時は本部へ転送されます。） /ファクス：050-3156-2236

メール：station-kaji@hannosyakyo.or.jp

「ふくし懇談会」開催！
加 治 地 区
加治東地区

加治地区ふくし懇談会（対象：川寺/笠縫/落合） 5月14日（日）午後2時 加治地区行政センター

加治東地区ふくし懇談会（対象：岩沢/阿須） 5月21日（土）午前11時 加治東地区行政センター

話し合われたな様々な意見
多世代が交流できる地域食堂を立ち上げてみては
どうか？/子どもが集まれる場がない/住民同士の
交流の機会がない/自治会班長を担えない高齢の
方が増えた/高齢で病院に一人で行けない/買物が
不便/歩道がなく子どもたちが心配/外国人との交
流がない

自治会や民生委員、地域のボランティア団体の方などに

ご参加いただき実施している「加治地区ふくしを話し合う

会」と市、社協で検討を重ねて開催された「ふくし懇談

会」には、想定を大きく超える50名もの地域の方にご参加

いただきました。

多くの方に足を運んでいただいたため、お一人おひとり

が話す時間は少し短くなってしまいましたが、性別、世代

を超えた多様な意見に共感したり、なるほどと考えさせら

れたりしながら、加治地区のこれからの「ふくし」につい

て話し合う貴重な時間となりました。

後日、自治会や参加された地域の方で、交流の場づくり

の検討が始まったり、地区行政センターで開かれている子

どもの居場所づくりの活動に、民生委員、主任児童委員の

方々が見学に来られたりと、この「ふくし懇談会」をきっ

かけに、地域のつながりがゆるやかに広がりつつあります。

①グループ ②グループ ⓷グループ ④グループ

１位
通院や買い物の

移動手段
移動手段の不足 買い物等の移動手段 移動手段の不足

２位 自治会活動の担い手 買い物が不便 防犯/交通安全 ちょっとした困りごと
を頼める助け合いの仕
組みがあると良い！３位 交流の不足 地域活動の担い手不足 自治会の担い手/未加入

加治東ふれあい広場定期総会終了後に開かれた「ふくし懇

談会」には32名の方が参加されました。4グループに分かれ

て1時間ほどの短い時間で、 「加治東地区の課題」について

話し合いを行いました。下の表にまとめた通り、通院や買い

物などの生活に必要な移動手段や地域活動の担い手が不足と

いった課題は全てのグループに共通していました。

高齢の世帯が増えつつある中、移動については市全体の課

題でもありますが、隣近所の中で気軽に助け合えるようにな

ると、将来への不安が少し軽くなるかもしれません。

【加治東地区ふくし懇談会 地域の課題についての意見】



聞き手、CSW：小林（幸）

加治東ふれあい広場

子どもの居場所

“korokoro”

今回は、昨年からの試験実施を経て今年度
からスタートした加治東ふれあい広場 「子ど
もの居場所部会」部会長の早川さんと中心メ
ンバーの金子さんのお２人にインタビューし
ました。

この「korokoro」は、当初別会場にて子
どもの居場所づくりとして「宿題をしよう」
を名目に試験的にやっていました。昨年１１月
から場所を加治東地区行政センターに移し、今年度から新規事業としてスタートしました。
（早川さん）

１人で自宅の中で過ごす子どもが居るので、その子たちにいろいろな・たくさんの大人と出
会ってほしい。高齢者も含めつながったらいいな、と思っています。（金子さん）

左、学生ボランティア：吉田さん、左中：早川さん、右中：金子さん、右：内沼さん

みんなの居場所 Korokoroは、どのような
取組みですか？

今後の展開やご自身の抱負や夢を
お聞かせください

これから、地域デビューされる方へ
アドバイス等がございましたらお願いします

これからも「子どもが家の近くで
遊べるところ（居場所）」を作って
行きたいです。（早川さん）

“ゲーム”ではなく、“外遊び”。
これからも地域の大人・みんなで居場
所が作れればいいな、と思っています。
この“場”が常設の居場所・持続可能

な取組みになってほしいです。
それと障がいのある子どもが障がい

のない子どもと一緒に学ぶ・生活でき
る“インクルーシブな社会・学校”を目
指して、またその一助になればと思っ
ています。（金子さん）

まず、「頑張り過ぎずやれる範囲で自分のやりた
いこと」を。ある意味“だらだら”感をもってやるこ
と。それに「楽しいこと」。楽しくなければやれな
いし、続かないと思います。お待ちしています。
それと「情けは人の為ならず」と言いますね。

（早川さん）

飯能市内の地域福祉に関する素敵な活動や取組みをふ
くしの森ステーションのCSW（コミュニティソーシャ
ルワーカー）が取材・発信していきます。

地域ふくし発 見！

「korokoro」の情報

【名称】《みんなの居場所 Korokoro 》

【場所】加治東地区行政センター 集会室

【日時】毎週、水曜日 16：30-18：00

【内容】子どもの居場所

小学生中心の学習支援（宿題など）

【問合せ】ふくしの森ステーションかじ

070-7792-2423


